
天水バケツプロジェクトについて

20211008

特定非営利活動法人
明日の京都文化遺産プラットフォーム

Ver.2



雨水を貯めて消火用水と
して使う方法は、江戸時
代から天水桶として用い
られました。近年失われ
つつある日本の伝統的な
雨水利用を見直し、生活
に身近な雨樋とバケツを
組み合わせた新しい雨水
活用システムを設置し、
安全で環境にやさしいま
ちを住民が中心になって
つくるプロジェクトです

天水バケツプロジェクトとは

昔の天水桶（てんすいおけ）



誰もが簡単に身近にある
安価な材料を使って製作
設置できるひもを使った
集水方法（天水ひも方
式）を考案し、その開発
と改良を進めています。

貯める容器についても生
活に身近なバケツを主と
して普及に適した様々な
ものを考案しています。
天水ひもの基本原理をも
とにさらなる改良や新し
いアイデア出しを利用者
参加型で継続たいと考え
ています
（天水ひもの基本原理は『雨樋用集水具及
びその設置方法』として特許出願済み）

独自の集水方法（天水ひも方式）を使います



天水バケツプロジェクトを通じて雨水利用の日常化を進めます

目指す波及効果１

Project

都市型洪水の抑制

地球温暖化対策

生物多様性保全
循環型社会

＊現状は雨水を循環させる
ことなく、直接下水処理している



天水バケツプロジェクトは防災と環境問題を融合して複合的に
課題を解決する活動です

●雨水による修景、景観づくり

●生物多様性スポット
●ビオトープ
●雨庭

●初期消火用水
●災害時の給水

●生活雑用水（掃除など）
●植栽の水やり●打ち水

HOTCOOL

ACTIVE

PASSIVE環境共⽣

⽇常⽣活

防災

景観づくり

●内水氾濫の抑制

Project

目指す波及効果 2



天水バケツプロジェクトを京都発信の知恵として
全国や海外にも広めたいと計画しています

Project

京都 全国 海外

2020年スタート 起点

目指す波及効果 3



Q1 蚊が発生しませんか？
天⽔バケツの容器には原則フタをする構造ですので蚊が卵を⽣んだり⾍が侵⼊するのを防ぎます。また⽇光が⼊りにくいので藻が発⽣しにくく、
ボウフラが育ちにくい環境です。また銅線などを⼊れておくとボウフラが発⽣しにくくなるとの実験効果が確認されています
Q2 たまり水が汚くなりませんか？
⾬が降るたびに容器の中の⽔が補充されたり新しく⼊れ替わりますのでたまり⽔は汚くなりにくいです
Q3 打ち水等に使ってしまったら無くなりませんか？
あらかじめ複数個の容器を⽤意し、⽇常で使う個数を決めておいたり、⼤きい容器に貯める場合はいざという時の⽔を残して使う⼯夫が⼤切です
Q4 初期消火のとき蓋やひもは邪魔になりませんか？
蓋やひもはすぐにとりはずせますし、こぼさないようにフタをして持ち運ぶこともできます。ひもは柔らかいので邪魔になりません
Q5 バケツの種類はいろいろあるのでしょうか？
通常のバケツの他に、⽔を貯められるものであれば素材や⼤きさに制約はありませんが、初期消⽕の時にすぐに⽔を使えることが⼤切です
Q6 初期消火のためにはバケツは何個用意しておくのがいいですか？
多いほど良いですが、⼀軒あたり最低２個を⽬安に⽤意し、⽕災時には周辺の家からも調達できるように地域ぐるみで⽤意するのが理想です
Q7  費用はどれくらいかかりますか？
材料費は市販のバケツ２個と天⽔ひもをセットとした場合、1,500円前後です。容器のコスト＋200円(ひも代など 素材による）程度が⽬安です素⼈で
も設置可能ですので、設置費⽤は0円としていますが設置を外注する場合は別途費⽤がかかる場合があります
Q8  取り付ける時間はどれくらいかかりますか？
材料が揃っており、設置場所が決まっていれば取り付けそのものは⼀か所あたり5分〜10 分程度です
Q9  どこに注文したら取り付けてくれますか？
取り付け⽅法（説明書、および 解説動画を参照ください）をまずはご覧ください。個⼈での取り付けを推奨しますが、取り付けを希望する場合は
メールでご相談ください
Q10  設置事例を見たいのですがどこに行くのがいいですか？
通りに⾯して設置されているなど、いつでも⾒ることができる京都市内の設置場所位置図（作成予定）を参照してください
Q11 ＤＩＹで施工するための部品はどこの店舗で揃いますか？
ホームセンターなどで揃いますが 天⽔ひもについては推奨素材資料（メーカー名、品番など解説動画に掲載予定）を参照ください。お店にない場合は
ネットでも購⼊できます
Q12  どこかの大学と連携していますか？
今後協⼒いただける多くの⼤学と連携をしていきたいと考えます。試作機の製作についてはすでに⽴命館⼤学に協⼒いただいています
Q13  どこかの地域と連携していますか？
京都市内で興味を持っていただける町内や地域との連携からスタートしています。徐々に全国、海外もに広めていきたいと考えています
Q14  市販の雨水集水器とは何が異なりますか？
⾬⽔の集⽔量は市販のものより少ないですが、ローコストで設置が簡単で、⾒た⽬にもスマートです
Q15  天水バケツプロジェクトに関する相談はどこに連絡すればいいですか？
明⽇の京都⽂化遺産プラットフォーム ⽂化遺産の危機管理研究会 天⽔バケツプロジェクト担当（アドレス）にメールでご連絡ください
Q16  どのくらいの量の雨水がたまるのですか？
現在樋の部位別、設置場所別の集⽔効率（集⽔率）などを実験計測中ですが１箇所あたり年間数百リットルから数トンの集⽔が⾒込めます。
Q17  大きな地震で容器が転倒しませんか？
今後設置タイプごとに実験が必要かと思います。具体的な設置条件を設定し、倒れにくい⼯夫をする必要があります

天水バケツ に関する Q&A（中間案） ⻘⾊（検討中）
20211008現在


